
レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
り
収
集
し
た
三
次
元
地
形
デ
I
タ

を
活
用
し
た
富
士
山
頂
周
回
線
道
路
の
危
険
度
評
価

日
本
工
営
株
式
会
社

は
じ
め
に

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
中
心
を

な
す
富
士
山
は
、
平
成
二
五
年
六
月
に

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、

改
め
て
日
本
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
富
士
山
の
夏

山
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
登
山
者
数
は
年

間
二
五
万
人
前
後
で
推
移
し
、
登
山
初

心
者
や
外
国
人
登
山
者
な
ど
利
用
者
層

の
多
様
化
、
御
来
光
時
の
山
頂
付
近
の

登
山
者
集
中
と
い
う
従
来
か
ら
の
課
題

と
と
も
に
、
平
成
二
六
年
の
御
山
獄
山
噴

火
災
害
を
契
機
と
し
て
、
自
然
災
害
に

対
す
る
笠
山
者
の
安
全
管
理
が
新
た
な

課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。富
士
山
は
火
山
噴
火
の
リ
ス
ク
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
火
山
特
有
の
堆
積
物

に
覆
わ
れ
た
裸
地
斜
面
や
急
峻
な
岩
場

国
土
保
全
事
業
部

田

中

義

朗

防
災
部

は
ま
さ
に
落
石
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ

の
場
所
で
、
そ
こ
を
多
く
の
登
山
者
が

登
山
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
過
去
に

も
落
石
に
よ
る
登
山
者
の
死
傷
事
故
が

複
数
回
発
生
し
て
お
り
、
登
山
道
の
安

全
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
富
士
山
登
山
道
に
お
け
る

最
新
の
レ
ー
ザ
ー
地
形
計
測
技
術
を
活

用
し
た
災
害
リ
ス
ク
評
価
手
法
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

対
象
地
域
に
お
け
る

現
状

対
象
地
域
は
、
環
境
省
が
維
持
管
理

を
担
当
し
て
い
る
富
士
山
頂
周
回
線
道

路

（通
称
…
お
鉢
回
り
登
山
道
）
の
約

二
・
七
凶
の
区
間
で
あ
る
。
こ
の
登
山

道
付
近
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
溶
岩

ブ
ロ
ッ
ク
や
噴
石
な
ど
の
火
山
噴
出
物

が
不
安
定
な
状
態
で
斜
面
上
に
分
布
・

堆
積
し
、
落
石
な
ど
登
山
者
の
被
災
リ

ス
ク
を
有
す
る
区
間
が
多
数
存
在
し
て

い
る
。
富
士
山
で
は
自
然
公
園
法
や
世

界
文
化
遺
産
登
録
基
準
に
よ
る
制
約
な

ど
、
自
然
条
件
や
景
観
保
全
の
観
点
か

ら
構
造
物
に
よ
る
ハ

l
ド
対
策
が
難
し

く
、
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
る
登
山
者
安
全

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対

策
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
情
報
と
し
て

リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
情
報

の
収
集
整
理
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

三
次
元
地
形
計
測
技
術

こ
れ
ま
で
の
登
山
道
管
理
で
は
、
航

空
測
量
で
作
成
さ
れ
た
地
形
図
を
ベ
ー

ス
に
現
地
測
量
で
補
測
し
た
も
の
を
基

本
地
形
図
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
特

に
開
山
期
間
が
限
ら
れ
る
富
士
山
に
お

い
て
、
従
来
の
測
量
作
業
で
は
コ
ス
ト

面
で
も
人
的
資
源
の
面
で
も
課
題
が
多

く
詳
細
な
地
形
図
作
成
は
困
難
で
あ
っ

た。
現
在
、
国
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
ナ
。
。
ロ
ω
可
口
n
t
oロ
に
よ
る

「
I
C
T

の
全
面
的
な
活
用
」
で
、
測
量
技
術
も

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
従
来

の
地
形
測
量
と
比
較
し
格
段
に
作
業
が

容
易
な
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
や
写
真
測

量
技
術
を
用
い
た
高
精
度
の
三
次
元
地

形
計
測
の
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
三

次
元
地
形
計
測
を
実
施
す
る
手
法
の

一
つ

と
し
て
、

ω
－s己
g
ロ
8
5
F
o
n色
町
丘
一
。
ロ

〉ロ門日

ζ
m
G
U
5
m
（S
L
A
M
）
が
あ
る
。

今
回
計
測
に
用
い
た
シ
ス
テ
ム
は
、
こ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

（三
次
元
デ

l
タ
の

特
徴
点
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
位
置
・
姿

勢
デ

l
タ
を
得
る
技
術
）
を
応
用
し
た

小
型
で
軽
量
な
三
次
元
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
歩
行
経
路
沿
い
に
公

称
精
度
三
仰
の
三
次
元
計
測
を
可
能
と

し、

G
P
S
を
必
要
と
せ
ず
、
登
山
し

な
が
ら
点
群
デ

l
タ
を
収
集
、
対
象
範

囲
の
実
空
間
や
構
造
物
の
三
次
元
モ
デ

ル
を
生
成
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
富
士

山
で
は
平
成
二
九
年
と
三

O
年
の
二
カ

年
で
す
べ
て
の
登
山
道
周
辺
の
レ
ー
ザ

ー
計
測
に
よ
る
三
次
元
地
形
デ

l
タ
収

集
を
行
い
、
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
し

て
い
る

（図
1
）。
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四
三
次
元
地
形
モ
デ
ル
を
活

用
し
た
登
山
道
の
リ
ス
ク
可

視
化
と
危
険
個
所
の
抽
出

三
次
元
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
登
山
道

の
リ
ス
ク
を
可
視
化
す
る
に
あ
た
り
、

①
斜
面
上
の
浮
き
石
の
落
石
、
②
不
安

定
化
し
た
溶
岩
ブ
ロ
ッ
ク
の
岩
盤
崩
落
、

③
表
層
土
石
層
の
移
動
に
よ
る
路
面
埋

没
、
④
路
肩
部
基
礎
地
盤
の
不
安
定
化

に
よ
る
路
体
欠
損
の
以
上
四
つ
の
リ
ス
ク

項
目
を
対
象
と
し
た

（写
真
1
、
図
2
）。

こ
れ
ら
は
斜
面
勾
配

（角
度
）
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
発
生
確
率
が
高
く
な
る

現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
三
次
元
点

群
デ
l
タ
か
ら
五
O
佃
四
方
の
標
高
メ
ッ

シ
ュ
サ
イ
ズ
の
地
形
モ
デ
ル
を
作
成
、
次

に
標
高
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
に
最
大
傾
斜
方
向

． 
写真1

落
断
崩
河
銀
叫
岩
誠
②

Z
 

④路体欠損
轄停申l!IMllの偉い勉盤
国岨み纏:J<による劃自陣

富士山頂登山道の状況（剣ヶ峰付近）

の
角
度
を
算
出
し
、
そ
の
角
度
が
三
O
度

以
上
と
な
る
メ
ッ
シ
ュ
を
一

O
度
ご
と
に

色
別
表
示
し
た

「傾
斜
区
分
図
」
で
勾

配
が
大
き
い
斜
面
分
布
を
判
別
し
や
す

く
し
た
。
こ
の
傾
斜
区
分
図
の
情
報
を
基

に
四
つ
の
リ
ス
ク
項
目
ご
と
に
危
険
個
所

の
抽
出
を
行
っ
た
。
例
え
ば
落
石
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
に
三
O
度
以
上
の
勾
配
斜

面
で
発
生
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
登
山
道

と
の
比
高
差
一

O
m
以
上
で
斜
面
勾
配
三

O
度
以
上
の
標
高
メ
ッ
シ
ュ
が
多
く
分
布

す
る
斜
面
を
抽
出
し
た
。
ま
た
岩
盤
崩

落
に
つ
い
て
は
、
風
化
や
侵
食
で
不
安
定

化
し
た
溶
岩
ブ
ロ
ッ
ク
が
垂
直
か
ら
オ
ー

バ
ー
ハ
ン
グ
状
に
張
出
し
て
い
る
お
お
む

ね
斜
面
勾
配
六
O
度
以
上
の
標
高
メ
ッ
シ

ュ
の
分
布
範
囲
を
抽
出
し
た
。
こ
れ
ら
の

抽
出
し
た
範
囲
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ザ
ー

計
測
時
に
撮
影
し
た
登
山
道
の
写
真
・ 富士山頂登山道の災害リスク模式図

① 

富士山頂登山道の危険個所位置図

図2

03 
五

お
わ
り
に

登
山
時
の
安
全
管
理
は
原
則
と
し
て

登
山
者
本
人
の
責
任
の
範
鴎
で
あ
る
。

一
方
で
登
山
道
管
理
者
と
し
て
は
登
山

道
の
安
全
対
策
の
義
務
を
有
す
る
。
し

か
し
現
状
で
は
そ
の
線
引
き
が
明
確
で

は
な
く
、
事
故
発
生
時
の
ト
ラ
ブ
ル
や

訴
訟
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
富
士
山
の
よ
う
に
登
山
者
の
救

命
救
助
が
困
難
な
地
域
で
は
、
登
山
者

が
災
害
リ
ス
ク
を
認
知
し
て
よ
り
慎
重

な
行
動
を
取
る
こ
と
は
勿
論
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
登
山
者
、

管
理
者
が
連
携
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
l
ネ
ッ

ト
を
構
築
す
る
必
要
も
あ
る
。
今
回
紹

介
し
た
レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
る
三
次
元

地
形
デ

i
タ
の
活
用
技
術
は
、
高
度
な

登
山
道
リ
ス
ク
管
理
を
可
能
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
日
常
の
登
山
道
管
理
（
施

設
管
理
、
周
辺
の
植
生
管
理
等
）
や、

登
山
者
へ
の
災
害
リ
ス
ク
の
視
覚
的
な

情
報
提
供
な
ど
今
後
幅
広
い
ニ

i
ズ
を

カ
バ
ー
で
き
る
技
術
で
あ
る
。
今
後
は

他
の
山
岳
地
域
の
登
山
道
へ
の
水
平
展

開
を
行
い
、
よ
り
管
理
者
側
、
利
用
者

双
方
に
と
っ
て
有
益
な
地
形
デ
l
タ
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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田
中
義
朗
・
た
な
か
よ
し
ろ
う

日
本
工
営
株
式
会
社
防
災
部

技
術
士

（建
設
、
総
合
技
術
監
理
）

斜
面
防
災
、
計
測
シ
ス
テ
ム
計
画
・
設
計
等

を
主
業
務
と
し
て
従
事
。

最
近
で
は
ビ
ー
コ

ン
に
よ
る
富
士
山
登
山
者

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
動
態
把
握
実
証

（富
士
山

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
な
ど
の

I
o

T
を
活
用
し
た
防
災
対
策
も
行
っ
て
い
る
。


